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／
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国
民
年
金
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
は
全
員
が
加
入

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が

あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
方

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
原
則
65

歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
加
入
中
の
事
故
や
病
気
な
ど
で

障
が
い
が
残
っ
た
場
合
に
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
主
な
届
け
出

　

国
民
年
金
加
入
者
は
下
表
の
３
種
類

に
区
分
さ
れ
、
い
ず
れ
も
国
民
年
金
法

上
の
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
区
分
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
届
け
出
が
必

要
で
す
。

︻
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
︼

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
に
は
、

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
に
、
通

算
25
年
以
上
（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金

加
入
期
間
、
免
除
期
間
、
第
３
号
被
保

険
者
期
間
な
ど
を
含
む
）
保
険
料
を
納

め
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
受
給
資

格
期
間
」
と
い
い
ま
す
。

　

障
害
基
礎
年
金
は
、
保
険
料
の
未
納

保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合
は

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
免
除
・
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
者
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の

前
年
所
得
で
審
査
し
ま
す
が
、
離
職
し

た
方
が
い
る
場
合
、
離
職
し
た
方
の
所

得
を
除
外
し
て
審
査
す
る
離
職
の
特
例

も
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
、
本
紙
７
月
１
日
号
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

任
意
加
入
制
度

　

60
歳
に
な
っ
て
も
受
給
資
格
期
間
を

満
た
せ
な
い
方
や
満
額
の
年
金
を
受
給

で
き
な
い
方
は
、
60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら

任
意
加
入
し
、
65
歳
ま
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
申
込
月
か

ら
の
納
付
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

受
給
資
格
期
間
を
満
た
せ
な
い
方
で

昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
は
70
歳
ま
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

が
あ
る
と
受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
免
除
制
度
な
ど
を
利
用
し
、
未

納
の
ま
ま
に
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
の
送
付

　

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
、
全
額
が
所
得
税

の
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

毎
年
11
月
初
旬
に
、社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
が
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
は
、
必
ず

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
年
金
保
険

料
納
付
時
の
領
収
証
書
も
、
支
払
い
の

証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

11
月
30
日
は
年
金
の
日
で
す

　

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込

み
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
利
用
す
る
と
、

自
分
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、

将
来
の
年
金
受
給
見
込
み
額
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.nenkin. go.jp

を
参
照
す
る
か
、
鶴
岡
年
金
事
務
所
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国民年金の主な届け出(20歳以上60歳未満の方）
被保険者区分 変更理由 届出先

第1号被保険者
自営業、学生、無職の方など

就職して厚生年金や共済年金に加入したとき 勤務先
配偶者（第2号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第2号被保険者
会社員、公務員など

退職したとき 市役所
退職して配偶者（第2号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第3号被保険者
第2号被保険者の扶養に
なっている配偶者

配偶者が退職したとき

市役所
配偶者の扶養から外れたとき
離婚したとき
配偶者が65歳になったとき
就職して厚生年金や共済年金に加入したとき 勤務先
配偶者の勤務先が変わったとき 配偶者の勤務先
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11
月
は
、
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
自
動
車

に
乗
る
機
会
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
山
形
県
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
う
ち
、
自
動
車
か
ら
の
排
出

量
は
約
２
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
温
暖

化
防
止
の
た
め
、
穏
や
か
な
運
転
を
意

識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
優
し
い
ア

ク
セ
ル
操
作
は
安
全
運
転
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル「
ｅ
ス
タ
ー
ト
」

　

車
は
動
き
出
す
と
き
に
大
き
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
い
ま
す
。
穏
や
か
に
発
進

す
る
こ
と
で
10
㌫
程
度
燃
費
が
改
善
し

ま
す
。
最
初
の
５
秒
で
時
速
20
キ
ロ
㍍

を
目
安
に
し
ま
し
ょ
う
。

加
速
・
減
速
の
少
な
い
運
転

　

走
行
中
は
、
一
定
の
速
度
で
走
る
こ

と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
車
間
距
離
が

短
く
な
る
と
、
無
駄
な
加
速
・
減
速
の

機
会
が
多
く
な
り
、
市
街
地
で
は
２
㌫

程
度
、
郊
外
で
は
６
㌫
程
度
も
燃
費
が

悪
化
し
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え

ま
す
。
特
に
お
年
寄
り
を
中
心
と
し
た

尊
い
命
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

管
内
（
１
市
２
町
）
で
は
、
１
月
１

日
か
ら
９
月
30
日
に
33
件
の
火
災
が
発

生
し
、
６
人
の
死
傷
者
が
出
て
い
ま
す
。

い
ま
一
度
、
次
の
点
に
注
意
し
て
火
災

の
な
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

火
災
予
防
運
動
の
重
点
目
標

●
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

　

住
宅
火
災
に
よ
る
死
傷
者
を
な
く
す

た
め
に
も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
、
適
切
に
維
持
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
暖
房
器
具
や
調
理
器
具
は
安
全

装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
使
用

し
、
消
火
の
た
め
の
住
宅
用
消
火
器
な

ど
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

●
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防
止
対

策
の
推
進

　

全
国
的
に
放
火
に
よ
る
火
災
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
建
物
の
周
囲
に
燃
え
や

す
い
物
を
置
か
ず
、
物
置
や
車
庫
へ
の

施
錠
を
徹
底
す
る
な
ど
、
放
火
さ
れ
な

い
環
境
づ
く
り
に
地
域
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を
離
す

　

信
号
が
変
わ
る
な
ど
停
止
す
る
こ
と

が
分
か
っ
た
ら
、
早
め
に
ア
ク
セ
ル
か

ら
足
を
離
し
ま
し
ょ
う
。
エ
ン
ジ
ン
ブ

レ
ー
キ
が
作
動
し
、
２
㌫
程
度
燃
費
が

改
善
し
ま
す
。

無
駄
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め
よ
う

　

待
ち
合
わ
せ
や
荷
物

の
積
み
下
ろ
し
な
ど
に

よ
る
駐
停
車
の
際
は
、

ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め

ま
し
ょ
う
。
10
分
間
の

ア
イ
ド
リ
ン
グ
で
、
１

３
０
㏄
程
度
の
燃
料
を

消
費
し
ま
す
。

　
11
月
か
ら
全
国
の
事
業
所
な
ど
で

ウ
オ
ー
ム
ビ
ズ
（
過
剰
な
暖
房
を
抑

制
し
、
室
温
20
度
で
も
快
適
に
過
ご

せ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
）
が
始
ま
り

ま
す
。
節
電
に
も
つ
な
が
る
こ
の
取

り
組
み
、
皆
さ
ん
も
職
場
や
家
庭
で

実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

︻
３
つ
の
習
慣
︼

●
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

●
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る

●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

︻
４
つ
の
対
策
︼

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
し
、
維
持
管
理
す

る●
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使

用
す
る

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る

●
お
年
寄
り
や
身か
ら
だ体

の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

つ
く
る

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
環
境
衛
生
課
環
境
保
全
係 

☎
３
１
‐
０
９
３
３

11
月
は「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間
」で
す

地
球
と
財
布
に
優
し
い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
始
め
ま
せ
ん
か

●
お
問
い
合
わ
せ
／
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
予
防
課 

☎
６
１
‐
７
１
１
３

11
月
９
日
〜
15
日
は

秋
の
火
災
予
防
運
動
で
す

無
防
備
な

　
　
心
に
火
災
が

　
　
　
　
か
く
れ
ん
ぼ

︵
平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
︶
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